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令和６年度全国学力・学習状況調査における徳島県の結果について

１．調査の概要

○実施日 令和６年４月１８日（木）

○調査対象

国・公・私立の小学校・特別支援学校小学部 第６学年児童

国・公・私立の中学校・中等教育学校・特別支援学校中学部 第３学年生徒

原則として全児童生徒

○本県の実施状況（公立学校のみ）

・小学校 １５６校 約５，１００名

(市町村立：１５６校）

・中学校 ７８校 約５，０００名

(市町村立：７４校、県立：４校〔中学校２校、中等教育学校１校、

特別支援学校１校〕）

○調査内容

・児童生徒に対する調査

教科に関する調査

小学校：国語、算数

中学校：国語、数学

質問調査(今年度より一人一台端末を用いてオンラインで実施)

学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等に関するもの

・学校に対する質問調査

指導方法に関する取組や人的・物的な教育条件の整備の状況等

２．教科に関する調査結果（公立学校のみ）

平均正答率は、次のとおりであった。

校種 小学校（第６学年） 中学校（第３学年）

教科 国語 算数 国語 数学

問題数 14 16 総 15 16 総

平均正答率(%) 徳島 68 65 合 57 54 合

全国 67.7 63.4 58.1 52.5

全国順位（※） 14 5 7 25 8 16

※ 全国順位については、本県独自に平均正答率から算出した値である。
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３．結果分析等の概要

小学校については、国語、算数ともに正答率が全国平均を上回り、中学校につい

ては、国語の正答率は全国平均を下回ったが、数学の正答率は全国平均を上回って

いる。

小学校、中学校ともに授業改善が進み、一定の学力の定着が見られる。

４．各教科の結果

【小学校】

○国語

正答率が高かった問題 （別紙１参照）

文章中の「なげる」を、漢字を使って書き直す問題の正答率が高かった。

正答率が低かった問題 （別紙１参照）

目的や意図に応じて、事実と感想、意見とを区別して書くなど、自分の考えが伝わ

るように書き表し方を工夫することができるかどうかをみる問題の正答率が低かっ

た。取材メモの内容を取り上げて、自分の考えを明確に書くことができなかったと考

えられる。

〇算数

正答率が高かった問題 （別紙２参照）

はじめに持っていた折り紙の枚数を□枚とし、二人のおりがみのやり取りに関する

文章を読み取り、数量の関係を□を用いた式で表しているものを選択する問題の正答

率が高かった。

正答率が低かった問題 （別紙２参照）

二人の児童が、それぞれの家から学校まで歩いて行く。それぞれの道のりは等しい

が、かかった時間が異なる。このとき、二人の歩く速さについて、どちらが速いか判

断し、その理由を答える問題の正答率が低かった。
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【中学校】

○国語

正答率が高かった問題 （別紙３参照）

行書の特徴を踏まえた書き方について説明したものとして、適切なものを選択する

問題の正答率は高かった。

正答率が低かった問題 （別紙３参照）

表現の効果を考えて描写するなど、自分の考えが伝わる文章になるように工夫する

ことができるかどうかをみる問題の正答率が低かった。表現を工夫したり、自分が工

夫した表現について、どのような効果があるのかを説明したりすることができなかっ

たと考えられる。

〇数学

正答率が高かった問題 （別紙４参照）

正三角形の各頂点に〇を、各辺に□をかいた図において、〇に３、－５を入れると

き、その和である□に入る整数を求める問題が高かった。単純な式の計算から答えを

求めるのではなく、図で表されたものから整数を求める問題であり、すでに整数が入

っている個所の値から空いている□に入る整数を求める問題の正答率が高かった。問

題場面における考察の対象を明確に捉え、正の数と負の数の加法の計算ができている。

正答率が低かった問題 （別紙４参照）

１８Lの灯油を使い切るまでの「強」の場合と「弱」の場合のストーブの使用時間

の違いがおよそ何時間になるかを求める方法を、式やグラフを用いて説明する。説明

の根拠となるものを選択肢から選択し、それをもとに説明する問題の正答率が低かっ

た。違いを求めるためにグラフの傾きに着目して求めることやグラフから読み取った

ことを数学的に表現できなかったと考えられる。

５．本県の課題と今後の対応
【課題】

小学校、中学校ともに授業改善が進んできており、一定の学力の定着が見られるが、
小学校、中学校とも国語の学力に課題が見られる。
国語の解答状況からは、昨年度と同様に「書くこと」「読むこと」について課題が

見られる。
これからの多様で複雑な社会を生きていく児童生徒には、様々な形式で伝えられる

情報を読み取る力や、自分の考えを形成するために必要な情報を取捨選択し、選び取

った情報を解釈したり活用したりする力が必要と考えられる。

本県ではこれからの社会を生きるために必要となる力を「徳島版読解力」と定義し、

すべての教科等においてその育成を図っていく。

【今後の対応】
○鳴門教育大学と連携した詳細な結果等の検証
○「徳島版読解力」の周知・徹底による授業改善の推進
○学力調査の結果を踏まえた授業実践事例の収集と周知



理 科 理 科 英 語

徳島県 57

全　国 56.0

+1.0

35 7 30

徳島県

全　国

28 9

徳島県 62 50

全　国 63.3 49.3

-1.3 +0.7

34 33 10 5

徳島県 45

全　国 45.6

-0.6

26 15 20

徳島県

全　国

7 16

本県の結果〔本県、全国ともに公立の値〕
※全国順位は、県教委が平均正答率から独自に算出した値

R６

平均正答率
（％）

68 65 57 54

67.7 63.4 58.1 52.5

全国との差 ＋0.3 ＋1.6 -1.1 ＋1.5

全国順位 14 5 25 8

67.2 62.5 69.8 51.0

-1.2 -0.5 -1.8 ±0

4 3

R５

平均正答率
（％）

66 62 68 51

全国との差

全国順位 34 16 39 15

R４

平均正答率
（％）

全国との差

全国順位 33 24

71 55

65.6 63.2 69.0 51.4

-1.6 -1.2 +2.0 +3.6

64 62

+0.8

全国順位 34 13 12 8

58

64.7 70.2 64.6 57.2
R３

平均正答率
（％）

63 70 65

全国との差 -1.7 -0.2 +0.4

63 65 70 59

63.8 66.6 72.8 59.8
R元

平均正答率
（％）

全国との差 -0.8 -1.6 -2.8 -0.8

全国順位 33 33 42 26

年度

校　種 小学校
総 合

中学校

義務教育課

令和６年度全国学力・学習状況調査結果（５か年推移）

取　扱　注　意

総 合
教　科 国　語 算　数 国　語 数　学
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別紙１ 正答率が高かった問題



正答率が低かった問題



別紙２ 正答率が高かった問題



正答率が低かった問題



別紙３ 正答率が高かった問題



正答率が低かった問題



別紙４ 正答率が高かった問題



正答率が低かった問題
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